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平成２４年度 第３回まちづくり合同会議 

 

（開会６：００時） 

 

○事務局 

 これからまちづくり合同会議第３

回目を開催したいと思います。 

 開催に先立ちまして、事務局の方か

ら挨拶をさせていただきます。総務課

長からよろしくお願いします。 

○総務課長 

 どうもおばんでございます。本来で

あれば、前回のように町長が出席して、

皆さんにご挨拶とお礼を申し述べる

ところなんですが、所用で来られませ

んので、私がご挨拶をさせていただき

ます。 

 まちづくり推進会議委員の皆様に

おかれましては、お忙しいところ大変

ありがとうございます。若い皆さんが

経験による的確なご指導を願ってい

るということで、担当者から聞いてお

ります。今日もよろしくお願いいたし

ます。 

 本日を含めて、会議はあと 2 回を予

定しております。若者定住、尐子化対

策に関する問題解決について、２３年

から町民フォーラムを開催して、ご提

言いただいています。その中から５つ

の柱ということで、多様な雇用等、子

どもや若者の居場所づくり、学びと実 

業の連動、住環境の整備、地域の資源

を活かす等の問題についてご協力を 

いただきながら、各柱をテーマ別に 

設定しながら、緊急度・重要度でご提

言をいただいています。 

 

 

 

 

本日の内容については、後ほど主任

から詳細にわたるご説明と、今日の進

行等についてご説明させていただき

ます。 

 本日の状況、あと２回の状況につい

て、事務局でまとめていきながら最終

的には将来的にどうあるべきかとい

うことで、今まで積み重ねた内容を今

後十分に、行政的に施策的に反映でき

るような状態にもっていきたいとい

うことで、今日皆様に再度集まってい

ただいております。 

 会議の時間も限られておりますが、

なんとか皆さんによろしくお願いを

して、ご挨拶といたします。すみませ

んが、よろしくお願いいたします。 

○事務局 

 ありがとうございます。進行の詳細

については、ぎょうせいの廣地先生か

らさせてもらいますので、前回、前々

回と合わせて、ほぼ皆さん出ていただ

いているので、流れは分かっていると

思いますが、9 月４日に若い人たちで

会議をさせていただきました、その部

分の検討材料ということで、Ａ３のペ

ージの方で、各１．２グループ、3．

４グループという格好で本日は窮屈

な格好にはなっていますけれども、意

見を出した部分について再度検討し

ていただき、そこにまちづくり推進会

議の皆さんの方で、こういうふうな格
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好にしたほうがいいんじゃないのと

いうアドバイスを含み入れてもらっ

て、最終的には発表という格好になっ

ていますので、その流れで進めていた

だければと思います。 

 詳しい今日の進め方については、ぎ

ょうせいの廣地さんの方から、させて

いただきます。それではよろしくお願

いします。 

○ぎょうせい 

 こんばんは、よろしくお願いいたし

ます。  

 前回 7 月３０日に第 2 回の合同会

議をさせていただきました。資料から

ご説明申し上げますと、その時皆さん

方でアドバイスをいただいたものを

事務局の方で取りまとめたものを、今

日皆さんのお手元に配布をされてい

ると思います。 

 これにつきましては、第１回目にい

ただいた部分、それから、今日アドバ

イスをいただいて、それらを整理いた

しまして、このプロジェクトの取りま

とめに入りたいというふうに考えて

おります。今日は、実は先ほどお話い

たしましたように、第３回目のフォー

ラムを開催されたわけですが、その時

に若いフォーラムの参加者の方が整

理してくれたもの、それをお手元に第

３回まちづくり合同会議の資料とし

てお配りしております。 

それにもとづいて、各グループ、前

回もそうなんですが、２グループに集

合をさせていただいておりますので、

その 2 グループのものについてご議

論、アドバイスをいただきたいという

ふうに思っておりますが、今日は住環

境の整備ということで、住環境の整備

についてが５項目、それから医療環境

の整備ということで２項目、地域資源

を活かした機能分担、この機能分担と

いうのが実は、地区の機能分担という

ことを考えております。これが、とり

あえずこの場では福島地区の機能分

担ということで、検討していただいた

ということでございます。 

 特に今日、まちづくり推進委員会の

皆様から、アドバイスをいただきたい

ことについては、またグループのリー

ダーから説明をお願いしたいと思う

んですが、私の方で気がついたことに

ついては、この各資料の下の所に備考

という形で、こういうことが検討でき

ないでしょうかという形で、書かせて

いただいておりますので、できれば、

こういうところも見ながら、委員の皆

さんのアドバイスをいただければあ

りがたいと。 

 特に、これは私も１年半この町に入

らせていただいているわけですけれ

ども、毎回来るたびに思うんですけれ

ども、やはりこの町がこれからより活

力をもって、若い人達がこのまちづく

りにお手伝いしていただいているわ

けですから、その時に何かきちんとし

た目玉というかポイントがほしいか

なと、こう思っております。 

 それで見ていったときに、やはりこ

の資料の 5 ページ目なんですけれど

も、本来はこの町への、函館から来る

と入口である、千軒の方からずっと整

備をすればいいんですが、そこまでま
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だいきませんので、私としてはこの福

島地区、それからこの辺り、今の役場

の中心ですね、この辺をひとつの中心

にして、それからもう一つは、この先

の吉岡地区という２つ、とりあえず目

玉として何か考えられないかと。ちょ

うど、私が何度か視察をさせていただ

くと、それぞれに個性があるものがこ

こでは大きく目立つものがあります。

私としては、一つは今ここにあるよう

に福島地区の商業・公共・広域ゾーン

としての市街地、面的整備ということ

ですね。 

 例えばここで大きな問題では、就労

の場はどうしていくのか、あるいはど

うやって活動をしていくのか、あるい

はここにある公共施設を、どうさらに

有効活用するのか、というテーマがあ

るんではないかと。 

 もう一つは、この福島地区というと

ころにいってみますと、ここはここで、

温泉だったり、学校は廃校になったと

ころが耐震構造上使えないというこ

とでありますけれども、あの辺一帯の

住環境をみて考えると、これからこの

町に大きな役割をはたしていただく、

女性とか、子供たち、さらにはここで

長年この町を支えてこられた高齢者

の方たち、こういう方たちが、このま

ちづくりに参加していただく、という

意味からいくと、一つは元気な福島町、

人づくり環境、ようするに向こうでは、

子供たちから含めて人材を活かす。と

いうまちづくりをしていく、こちらの

ほうは、商業、産業、あるいは公共サ

ービスのまちづくりをしていく、こん

なことが、もし検討していただけると

すればありがたいなと。これは、外か

ら来たコンサルが勝手に言っている

ことだというふうにお考えになる方

がいらっしゃれば、私の方であまり申

し上げるつもりはありません。 

 それは、私が見ていると、そういう

２つポイントがある、それが動き出す

と、他の地域ももちろん現在の岩部の

観光の在り方とか住環境の在り方、あ

るいは千軒の方で活動をしている方

たち、こういう人達の連携もより一層

強まるかなと、こう考えております。 

 そんなことで、できればもう尐しア

ドバイスをいただけたらというふう

に思っております。今日の全体の進め

方としましては、今申し上げた、全部

で 9 項目ありますけれども、だいたい

今から 7 時３０分くらいまで、できれ

ば全項目アドバイスをいただければ

と。それを取りまとめまして、残りの

３０分、一応８時終了をとりあえずの

予定としておりますので、各グループ

から７時３０から 8 時にかけて発表

いただいて、それぞれまたここについ

ても、委員の皆さんのアドバイスをい

ただく。こう考えています。そのあと

また、事務局の方からお話があるかと

は思いますが、今日終わったあとどう

するんだと、今度のスケジュールもこ

のあと事務局のほうから報告をいた

だきたいと思います。 

 以上でございます。よろしいでしょ

うか、何かもし質問とか分からないと

ころがあれば。なければ、グループリ

ーダーの方、まず進め方はグループリ
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ーダーに任せます。５ページ目まで行

っていただくという前提で、委員の皆

さんに前回の報告かねがねアドバイ

スをいただくと。それから、途中でど

なたか書記の方は発表できるように。

ということで、お願いします。それで

は、初めてください。 

 

  （各グループ意見交換） 

 

○１グループ 

まず、若者定住住宅の整備なんです

けれども、１．２グループは６点項目

が上がってはいたんですけれども、ま

ず、新築とか整備をする場合、かなり

貹用がかかるのではないかと、あと簡

単に空き家をリフォームするという

話もここに上がってはいるんですけ

れども、実際空き家は物置変わりと言

ったら変ですけれども、家財がおいて

ある家が多いと。 

あと、以前役場の方で空き家対策の

検討会をやったことがあると。そのと

きに、リフォームするという話では今

実際町外からのニーズは、まずトイレ

が水洗でなければないと。基本的に今、

町にある家の古い住宅については、汲

み取り式が多いので、それをまず改修

するにも４～５０万くらいの貹用が

かかるのではないかと。 

あと、家に物があるので、その処理

貹用ですね。廃棄貹用についてもだい

たい１０万とかそれ以上かかる場合

があるのではないかというふうな意

見をいただきました。 

 実際やる場合には、何から取り組ん

だ方がいいかという意見もあったん

ですけれども、もしそういうふうな今

人が住んでいる新栄町の地区とか、丸

山地区に最適な空き家がある場合で

すね。そういう空き家がある場合には、

実験的な試験ハウスみたいな形です

ね、空き家を町の貹用を使って水洗化

にして、家にあるものを持ち主に対し

て了承をとった上で廃棄して若者向

けの新しい住宅にして、その結果をみ

てこれから整備をしたほうがいいの

ではないかというような意見が出て

いました。１グループは以上です。 

○ぎょうせい 

 はい、では２グループお願いします。 

○２グループ 

 ３．４グループの方になります。出

された意見について、とりあえず根本

の話の部分で、若者定住住宅の整備と

いうところの話で、供給がそれほど求

められているかというところの意見

が出て、空き家を利用するなどその住

居を建設してもらうという意見があ

ったんですけれども、本当に必要なん

ですか？というアドバイスがありま

した。そこの部分でも、状況を整理を

しないと駄目だとは思うんですけれ

ども、もしその情報を整理をして、本

当に必要であるということになれば、

町で町営住宅を建てれば一番分かり

やすい話ですよね。という部分と、空

き家といったところでも、空き家だけ

れども使えないセカンドハウスみた

いな部分も中にはあるので、そういう

部分ではなくて、ある程度町の方でそ

こは整備をしてあげたほうがいいと
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いう格好での整理になりました。 

 あと、ひとつ話題とはそれるかもし

れないんですけれども、民間の建設の

部分で、若干かかってくるかもしれな

いんですけれども、うちの方の住む住

居は、家賃が他町と比べれば若干高い

という部分もあります。それも含んで

なんですけれども、本当に人を呼び込

みたいという格好になるのであれば、

いろいろ方法はあるとは思うんです

けれども、定住なり移住してくる人の

部分についての、助成という方法にな

るのか、それは色々あるんですけれど

も、そういう方法で近隣町から比べれ

ば、うちの方は住みやすいという方の

住居作りを進めていくのも一つの手

法だという格好で、まとめさせてもら

いました。以上です。 

○ぎょうせい 

 はい、ありがとうございました。そ

れでは、３グループお願いします。 

○３グループ 

 私達のグループは前回の１．２グル

ープの方で、半分に分かれたほうなん

ですけれども、私達の方で話をしたの

が、まず空き家の関係ですね。他の場

所でも出ているんですけれども、空き

家をまず使うという格好、結構難しい

ところがあるんじゃないかというと

ころがあるので、まず試験的に、簡単

に言うとちょっと暮らしのような感

じで、例で上がっていたのがプレハブ

みたいなのとかトレーラーハウスと

か、本当に簡単な作りのそういうもの

を作るとか。 

あと、１つ面白いものが出ていたの

が、町で平屋とか比較的経貹のかから

ないような家を１件から３件くらい

造って、試しでまずは賃貸という形で

出しまして、その方に福島町を気に入

ってもらって、ここに定住するよとい

うことになったら、期間を何年とかい

うところまでは話をすることができ

なかったんですが、そうなった場合に、

その方にその家を購入してもらうと

いうような格好で、最初はお試し期間

で、最終的にはその人のものにしても

らうというような、家をまず試験的に

何棟か建てて、それがいけるようだっ

たら、その部分をもっと増やしていけ

ば、リスクの面でもいいのではないか

なという話も出ていました。 

そういうものも含めて、町内の建設

業者さんにも働きかけて、そういうも

のを今やろうとしているんだけれど

もという格好で、造るのは町内の業者

さんでやってもらうというようにす

ればいいんじゃないかと。 

そこの部分と空き家のリフォーム

の件も合わせて、あとは実際こっちの

ほうに移住してくる方で、空き家を自

分で買ってリフォームしてというの

は、とても難しいと思いますので、そ

このリフォームの関係を町内の業者

さんにやってもらうというようなこ

とができれば、もう尐し空き家を使う

という部分もスムーズにいくんじゃ

ないかという話が出ていました。 

私達の方はそんな感じです。いろい

ろ話をしたんですけれども、民間のア

パートを建てられるようにという話

もあったんですけれども、そこの部分
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も民間であれば採算の関係もあると

思うので、そう簡単に民間の方がポン

ポン建てられるということもないと

思うので、まず流れ的には町の方が主

導になってその流れを作って、民間の

人が乗っかってくるような格好にな

るのかなという話をしていました。以

上です。 

○ぎょうせい 

 はい、それじゃあ、４グループお願

いします。 

○４グループ 

 ４グループでは、空き家ということ

よりもそもそも、民間のアパートを新

規で建設することがあるのかという

ことが問題にあがって、新規で建てて

も、そもそも建てる人がいないという

か、今あるアパートにも人があまり入

らないような状況らしくて、そこにさ

らにお金をかけて新規で建てるとい

うのはすごい難しいのではないかと

いうことでした。その中で、建てても

入る人がいないということは雇用と

いうところが大切なのではという話

になって、そこから高齢者の孤独死を

防ぐ住宅という話になりました。それ

は、高齢者の方々を場所を固めてそこ

に住まわせて、そこに若い人を訪問さ

せたりだとかというような形にする

ことで、若い人の雇用につながると。

これは、高齢者の住宅なんですけれど

も、先に述べた若者定住の住宅という

ようなところでも一つ大きな役割を

担っているのではないかなという話

になりました。以上です。 

○ぎょうせい 

 はい、ありがとうございました。４

つのグループに相互になにか意見か

質問かあれば。 

 ちょっと今聞いていて、残念だねと

いうのは申し訳ないんですが、あった

んです。 

 というのは、何が言いたいかという

と、当然ここに若い人達の職場を作ろ

う、 

雇用の場を作ろう、作るためには何が

必要ですか、その時に去年のフォーラ

ムの中では、ここに若い人達が住みた

いと思える住宅がないというところ

から始まっているんですよね。 

そうすると、その住宅がないから職

場を作れないの？というところから

始まって来たはずです。ここから出て

行ってしまう人達も、自分たちの住む

住宅としては、満足なものがない。た

だ、私が常に思っているのは、人口が

減っていって、空き家があるから空き

家を直してそこに住もうというのは、

短絡すぎるよね。まして、ここにも質

問だけ書きましたけれども、民間アパ

ートを作るというようなことが現実

的ですか？と、こういうふうに聞いて

いるんですよね。でも、これも今ない。

そうなってくると、ここでもともと考

えようとした、若者定住対策のための

住宅整備、これはなんだったのという

ところに戻ってほしい、本来はね。現

実的じゃないよね。 

例えばリフォームして使えるよう

な空き家だったら、誰も何も言わなく

てもなっていたわけですね。だから、

僕はリフォームじゃなくてリノベー
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ションでしょというのはそういうこ

とですよね。単にリフォームをしたか

らって住めるわけではない。というこ

とで、せっかくここにまちづくり委員

の人達が来ているんだから、若い人は

自分たちの町はこういうところだか

ら、こういうものをつくりたい、最後

に出てきたけれども、例えば高齢者を

どこか１か所に集めようと、要するに

高齢者住宅、今国が進めている高専賃

というやつですね。部屋付き住宅を造

っていく。それで高齢者はここに入っ

てもらって、介護と福祉を一緒にそこ

でやりながら効率化も図って、さらに

若い人達が福祉分野の就労の場とし

て参加してもらう。これはすごく面白

い話。だとすれば、それにしてもやっ

ぱり住宅を造ることになるわけです。

じゃあその住宅がいいのか、若い人達

の別の職場がいいのかということも

やっぱりこれから基本的には議論を

していかなければいけない問題だろ

うと、ここでは僕はそういうふうに思

います。 

 あと、もう一つ分かりきったことだ

から、発表してくれなかったんですが、

どこかのグループにきちんと言って

いただきたかったのは、あくまでも空

き家を使ってやる、もし空き家を使え

ないにしても空き家対策はどこかで

やらなければいけない。この場合に情

報をどうやって管理するのか、一般の

市民がもっているものを行政として、

そのものの情報を整理しないといけ

ませんよね。使える空き家なのか、使

えない空き家なのか、使う見込みのあ

る空き家なのか、もう誰がどうなって

いるか分からない空き家なのか、そう

いうところから入らないといけない

ので、そこを最後にこの１．２グルー

プのところで空き家情報の充実と書

いてある、これは提供なんだけれども、

提供するための一時的な情報をどう

集めるか、というようなこともできれ

ばちょっと触ってもらったらありが

たいなとこういうふうに思います。 

 次にコミュニティバス等の検討の

ところにいきます。 

 ではまた１グループからお願いい

たします。 

○１グループ 

 デマンドバスの利用実験が開催さ

れたということで、このことについて、

どういうふうな状況か実際知らない

方もいたものですから、実験の内容の

確認から入りまして、デマンドバスの

結果はまだ分からないんですけれど

も、実際どのような結果になってくる

のか、その推移をきちんと見極めて、

デマンドバスの結果に基づいてさら

にもし実験ができるのであれば、別な

ニーズに応じた形でもう一回再実験

をしてから、詳しい検討に入ったほう

がいいのではないかという話があり

ました。 

 ２点目の公共バスに関する情報の

提供ということだったんですけれど

も、車を使っている人間、普段バスに

なかなか乗らない人間ですね、これは

確かに見落としがちな観点ではある

ので簡単に、早急にできる部分でもあ

るので、これはきちっとやったほうが
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いいというような意見が出ておりま

した。 

 あと、混乗ですね、スクールバスと

か温泉バスの混乗ができるのはどう

なのかというような話も出たんです

けれども、まず温泉バスについては今

中型規模の２０人乗りのバスを役場

の方でやっているんですけれども、そ

れをだいたい毎週水曜日、金曜日、週

２回で提供しているんですけれども、

だいたい平均１５～１８人くらい毎

回各便乗っておりますので、便によっ

てはばらつきはあるんですけれども、

基本的にはほぼ座席が埋まっている

ような状況があるということで、かと

いってこれを大型化するとなかなか

町内の細かい場所までは入っていけ

ないと、そういう状況であるので、温

泉バスについての混乗はなかなか難

しいんじゃないか、という話もありま

した。第１グループは以上です。 

○２グループ 

 ここの項目については、そんなに深

くは話しませんでした。というのは、

必要性の部分は、今運行しているとこ

ろから判断しましょうという話にな

っていますので、備考にも書いている

ところはあるんですけれども、状況次

第じゃないと話をするにも、という格

好になっていましたので、ここの時間

は省略させていただいています。すみ

ません、以上です。 

○ぎょうせい 

 それでは、すみません。３グループ

お願いします。 

○３グループ 

 私達の方も、ここの部分はやっぱり

どうしても試験運行をやっているの

で、その動向を見守るという部分が強

かったので、これといった議論という

のは出てこなかったんですけれども、

下の備考のところで、それぞれのバス

の混合乗車の検討等で、そこの部分含

めて、民間委託ということで運営とい

うことはどうかという話は出たんで

すけれども、だからといってそれを全

部民間に合わせた時に、どのようなメ

リットがあってデメリットがあるか

というところまでは、議論ができてい

ないんですけれども、知内のほうで路

線が足りない部分。 

小谷石の方で、町が函バスへ委託を

して路線を増やしているとかってあ

るので、そういう関係で委託できれば

効率化につながるのではないかなと

いう話がでていました。話はそれくら

いでした、以上です。 

○ぎょうせい 

 それではすみません。次のグループ

お願いします。 

○４グループ 

 デマンドバスについては、実験段階

で利用状況があまり芳しくないとい

う意見が出ていて、その要因の一つと

して、委員の皆さんから高齢者の方で

利用の仕方が分からない、使い方が分

からないという方が多くいるんじゃ

ないかというようなところが出てい

ました。 

 あと、バス全般の話になってしまっ

て、スクールバスについてなんですけ

れども、スクールバスの運転を今、用
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務員さんがなさっているそうなんで

すけれども、それで用務員さんの本来

の業務ができないというようなとこ

ろが問題になっているのと、あと、三

岳２の子供がスクールバスに範囲の

関係で乗れないそうなんですけれど

も、できれば冬の間だけでもというよ

うなところで、スクールバスの利用に

ついてももう尐し柔軟な運用の仕方

ができるのではないかというような

ことが議題に上がっていました。以上

です。 

○ぎょうせい 

 何か、今のところについて、あとで

思いついたとか、聞きたいというよう

なところはありませんか？ 

 ここはよく、実際に交通について調

査をしたわけではありませんけれど

も、全体のアンケートの結果とか色ん

なのを見てきた中で、何かあまり強い

ことは言えないんですが、やはり気に

なるのは、これだけ高齢化が進んでき

た時に、高齢者の方、例えば独居の方

がいらっしゃるのか、あるいは高齢の

世帯２人で住んでらっしゃるのか、皆

が車の運転ができればいいけれども、

できないとすると何らかの形で。 

何が言いたいかというと、その方達

が外に出て町の中に出てくるという

環境を作ってあげないと、どんどん孤

立化しちゃうという心配があったも

のですからね。それから、今度は子供

たちがもう尐し町の中へ移動しよう

とした時に、はたして自転車で移動し

ているのか、あるいはお父さんお母さ

んがついて移動しているのかという

こともあったものですから、そういう

環境というのはどうなのかなと思っ

て実は、色んなことを皆さん方にふっ

てきました。でも、今特に問題がない

とすればそれはいい。 

 先ほど総務の人に、函館に皆さんど

れくらい出ますかと聞いたら、だいた

い週末には出かけていると。じゃあ車

のない高校生なんかはどうしている

みたいと言ったら、それは家族と一緒

に行っているということであるから、

あえて余計なことをしてせっかく家

族団らんで週末に函館まで行ってい

るのにそれをばらばらにする必要は

ない、考え方によってはね。そういう

こともありますから、ただし、重要な

ことはやっぱり色んなところに交通

弱者といわれる人達は存在している

ということだけ覚えておいてほしい

と思います。特に、高齢者の人達はね。

家から出なくなると、今一番恐ろしい

認知症。前回も話をしましたけれども、

認知症にかかりやすくなってくるか

ら、なるべく表に出させる、これはバ

スとかなんとかだけじゃなくて、色ん

な町の政策、住民の政策として外に出

て交流をしてもらうという環境さえ

できればいいとこう思っております。 

 それでは、次にインターネットのと

ころに入ります。お願いします。 

○１グループ 

 インターネットの環境の整備の部

分についてなんですけれども、どこま

で町が整備をする必要があるのかと

いう部分の話で、確かに光ファイバー

とか、これからは重要だというのは全
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員認識してはいたんですけれども、町

の方で整備をするにはお金がかかる

というのも事実なので、先進でなくて

はいいけれども、他の町村が整備をし

ている状態を、最低限町の方で整備を

するような状況にもっていった方が

いいのではないかというような意見

がでていました。それについても、そ

れを活用するためにもニーズという

か、コンテンツが必要となってくるの

で、やっぱりうちのグループではテレ

ビですね、各家庭必ずテレビを持って

いるので、そのテレビを使ってうまく

コンテンツというか、そういうサービ

スが利用できるシステムがあれば、多

分もうちょっと多くの人がパソコン

を使ったインターネット以外でも、イ

ンターネット、ＩＴを利用する状況に

なるのではないかという話も出てい

ました。 

 あと、ＩＴに触れる機会づくり。や

っぱりどうしても、実際使い始めるま

でが大変だということもあるので、体

験会を一か所で開くのではなくて、尐

人数でもいいので実際使い方が分か

る人が、ボランティアでその説明をし

て、パソコンはこういうふうに使うと

か、今では携帯電話でもメールとか、

インターネットが見れますので、携帯

電話はこう使うんですよとか、携帯電

話を使ってネットはこういうふうに

見るんですよ、というふうな交流会と

言ったらちょっと言葉があれかもし

れませんけれども、そういうふうな入

口づくりを形式ばった勉強会とかで

はなくて、尐人数の体験会をもった方

がいいのではないかというような話

がでていました。１グループは以上で

す。 

○ぎょうせい 

はい。ありがとうございました。 

次のグループお願いします。 

○２グループ 

 うちのグループでは、基本的に光ケ

ーブルにしろ、違う方法にしろ、便利

になることはいいという格好で、話は

進めていたんですけれども、ただ、便

利になるのはそうなんですけれども、

使う方がそれを使えるような格好を

進めていかないといけないというこ

とで、基本は全ての町民が使えるよう

な格好にしたいという、町としてもそ

ういう理想もあるとは思うんですけ

れども、そういう部分で下のＩＴ弱者

といわれる人達にそういう取り組み

という部分では、単純に最初からかし

こまった使い方という部分の勉強会

も一つの手法ではあるんですけれど

も、それ以前に趣味として面白みをも

ってやらないとなかなかいかないと

いう部分で、使うような普及ですね。

生涯学習講座というふうな一つの方

法でも、インターネットを使ってオン

ラインで囲碁なり将棋なりそれが、違

うカードゲームなりにしろそういう

部分での取り組みで尐しずつ増やし

ていくような方法も一つの手法とし

てあるのではないですかということ

で、ここはニーズの掘り起こしの部分

の話でアドバイスをいただきました。 

 意見としては、前回の取り組みのほ

うにプラスという格好になると思い
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ます。以上です。 

○ぎょうせい 

 はい、ありがとうございます。それ

では３グループお願いします。 

○３グループ 

 私達のほうで、ネットの関係なんで

すけれども、まず、そもそもの話で光

をひくというところのメリットって

どこにあるんだろうという話から入

ったんですけれども、若い人達のため

の生活の基盤ということで、つくるの

は必要なんだけれども、これが全町民

に普及するのかというところであれ

ば、それはちょっときついのかなとい

うのがあったので、先ほど１グループ

の方でも出ていました、高齢者の住宅

や普通の家でも、結構立派なテレビが

あって、ネットにつなぐことができる

テレビになっているというのがある

ので、それを何とか利用できないかと

いうことで、そのテレビのインターネ

ットを通して、簡単に役場自治体とか

からも様々な情報の配信というよう

なことで、そういうのがシステムとか

でできないかという話が出ていたの

と、その関係で、ＩＴ企業誘致と書い

てあるんですけれども、ＩＴの企業を

まず誘致するには光が必要なんだろ

うと思うんですけれども、そのＩＴ企

業の誘致のために、ただ大きく募集を

するのではなくて、まず町出身の、こ

の町にゆかりのある人でそういうふ

うなことを今やっている人とか、これ

からやろうとしている人を探して、そ

の方に誘致ということで、土地と建物

を無償で提供して、ただ、企業誘致す

るだけであれば仕事がないというこ

ともあるかもしれないので、高校の存

続の関係にもつながってくるかなと

思ったんですけれども、商業高校、今

でもパソコンなどＩＴ関係やってい

るので、さらにそこの部分、ＩＴ科を

作るとか、作らないにしても、それに

特科したような授業をつくって、そこ

にＩＴ企業で誘致した方に講師とし

て参加をしてもらうと、そういうふう

なところで、企業誘致ということを大

きくやるのであれば、やっぱり光ファ

イバーが必要だよねというようなこ

とで、重要性というところも結びつく

のかなと思いました。 

 備考に書かれている、勉強会も必要

だけれども、教室を開催しても参加す

る人がやっぱりあまりいないのでは

ないかというところで、こっちから教

室を開いて、来てくださいというんじ

ゃなくて、一番手頃なところで広報で

インターネットに関するコラムみた

いなものを毎月半ページとかそれく

らいの規模で掲載して、インターネッ

トをつなぐとこういうことができる

とか、光回線だとこういうふうなこと

があるよというようなことを、こっち

から情報を提供して、何とか身近に感

じてもらうと。あと、光を引いた場合

のいいところの中に、老人の孤独死を

防ぐための見守りというようなシス

テムもネット環境を整備した上で、各

住宅に、先ほど話に出ていた介護の住

宅の関係で私も見たことがあったん

ですけれども、孤独死を防ぐためにそ

の方が生活をしているのかどうかと
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いうのを感知というか、見守るシステ

ムについてというのがあったので、そ

ういうものも高齢者の住宅などにシ

ステムを開発をしてつけるというよ

うなことができれば、それもまた光を

ひくというような意味では、ネット環

境整備をするいいメリットというん

ですかね、目的になるのかなというこ

とも話をしていました。私達の方は以

上です。 

○ぎょうせい 

 はい、ありがとうございました。じ

ゃあすいません、４グループお願いし

ます。 

○４グループ 

 ４グループでは、まず最初に以前パ

ソコン教室が実際に行われていたそ

うなんですけれども、それが、途中で

終わってしまったという話が出てい

て、そのあとインターネットを使った、

他団体の例なんですけれども、インタ

ーネットを使った見守りサービスが

実際に行われていまして、水道メータ

ーであったりだとか、もしくは個別端

末を使った、それこそ先ほどの班でも

ありましたが、孤独死であったりとか

いうものを防止するようなサービス

が他の団体で行われていまして、それ

について、ちょっと言及があって、高

齢者の方でそんなもの使わなくても

困らないというような認識をもって

らっしゃる方がいるかもしれないの

で、誰にでも簡単に利用できるような

形式、タッチパネルであるとか、ボタ

ン一つで何かできるようになるとい

うような、操作が簡単であるというよ

うなところをちゃんと心がけなけれ

ばいけないという話になりました。以

上です。 

○ぎょうせい 

 ありがとうございました。ここは、

僕も非常にＩＴは弱い人なので、ある

意味ではＩＴ弱者だから、細かいアド

バイスをすることはできないんです

が、ここでは一つ若い人達にとっては、

これからはインターネット、非常に重

要なことですから、やはり全町どこに

居ても使えるような環境は整備をし

てほしいと。将来的にはですよ。と思

うんですね。ただ、ある意味じゃ高齢

者という人達については、今おっしゃ

ったように、パソコンが本当に必要か

と言うと、全くそうではないはずなん

です。それは何かというと、最近スマ

ートフォンで老人の見守りとかね。今

日彼は、起きているか起きていないか

というのを全部それでやろうという

ことで、各地でスマートフォンを使う

と。だから、例えばスマートフォンの

電波が届かないということになると

問題はありますけれども、そうじゃな

ければ、おおよそのことはカバーでき

るような時代にはなってきていると

思います。ただ、若い人達にとっては

やっぱり、ＩＴは非常に重要だから、

それは将来的な課題で残してほしい。

それから、一つだけ言っておくと、Ｉ

Ｔ企業誘致３というのが今消えたよ

うだからよかったんですが、ＩＴ企業

の誘致というのはほとんどやっても

意味がないよね。これは国策としてや

って国が失敗した事例だよね。北海道
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にＩＴ企業を、ソフト開発の会社を誘

致しようとして団地まで作ったんだ

けれども、一時は皆来たんだよ、そう

いう人達が。でも、結果としてそれは

駄目で帰っちゃったんだよ、皆また東

京に。あまりのんびりしすぎたところ

でそれをやっていると、あまりいいア

イディアが湧かないといって。 

 ところがまた、例えば今流行ってい

るのは、中国地方の山間地に行ってや

っているところがあるんですよ。だか

ら、これはもうたぶん町をあげてやる

という仕事ではないんだよね、ここの

部分の企業誘致というは。ただ、そう

いうことをできる人がここに居てく

れるということは、先ほど言ったよう

に重要だから、そういうことについて

は何か手法を考えるべきだろうと。企

業誘致というのは色んなところが出

てくるけれども、日本全国誘致に夢中

になっているから、よっぽどのことが

ない限りはなかなか企業誘致って簡

単に言ってもね。ここに住んでいて何

か事業をやっていて、ここにこういう

ものがあるから、またここで何かやり

たいというのがあればいいんですけ

れども、企業誘致というところにあま

りこだわるとね。なかなか若い人達の

職場を作るというものがはたしてで

きるかどうかというのは、若干僕は疑

問があります。ただ、これは皆さん方

の計画だから、そこについてはあまり

深くこれも触れないようにします。 

 それじゃあ次に、情報バンクの設置。

これは、すいません。委員の方々に申

し上げたいと思うんですけれども、前

回のフォーラムの人達にはここはあ

まり深く検討しなくてもいいよと、そ

れは何かと言うと、これまでに情報バ

ンクの話は色々出てきているので、そ

れとの合体の中でと申し上げている

ので、一応何か新しいものがあれば、

発表してもらうと。ということで、お

願いしたいと思います。では、１グル

ープからお願いします。 

○１グループ 

 １グループなんですけれども、今先

生から話があったとおり、そういうふ

うな状況であったものですから、この

部分の話は、１グループはとばさせて

もらいました。すみません、以上です。 

○ぎょうせい 

 はい、次お願いします。 

○２グループ 

 うちのグループについてもここは

あまり検討はしていません。備考の方

で、前回３．４グループは仕組み作り

の部分の話になるんですけれども、具

体的にどうこうというのはちょっと

思いつかず、この場での検討はできな

かったです。以上です。 

○３グループ 

 私達のほうは、以前２グループで話

した内容とほぼ同じことになるんで

すけれども、情報を一元管理して、求

人ですとか空き家、その他に町のイベ

ント情報なども管理して、さらに一つ

の町だと足りないので、それを４町の

範囲でカバーしたものをメルマガや

各戸配布という形で情報は提供して

いくんですけれども、その情報を管理

したり発信していくところは、やはり
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自治体としての仕事になるのか、それ

が民間の違う団体を入れてというこ

とになるのかは別として、専属の人を

設けて管理、配信するというような格

好でやるのが一番いいのではないか

なという話になりました。以上です。 

○ぎょうせい 

 はい、ありがとうございました。す

いません、お願いします。 

○４グループ 

 ４グループでは、情報をどういうふ

うに皆に広げるかというところで、空

き家とか求人というような特定の情

報ではなくて、もっと一般化した情報

というお話で進んでいたんですけれ

ども、松前では個別端末を使った連絡

網のようなものがあると。例えば何月

何日にどこどこで着物教室がありま

す、というようなものを町民の方が発

信をもつことができると。 

そういったようなところで、個別端

末を使った連絡網というようなもの

ができれば、例えば先ほどの孤独死だ

ったりとかもそうですし、あとは防災

とか防犯とか、町内会のちょっとした

皆の情報の共有なんかにもつながる

んじゃないかなといったところでし

た、後は情報についてなんですけれど

も、全町民に発信をしなくても例えば

町内会ごとであるとか、そういったと

ころで、代表になるような方に情報を

発信するようなシステムがあっても

いいのかなと。あと、これに関連して

各家庭に防災無線を設置すると、先ほ

ど述べたような松前の個別端末じゃ

ないですけれども、もっとアナログな

ものですけれども、防災無線があれば、

例えば町内会のお話とかも皆で情報

を共有できるのではないかなと。 

ここで気になったのがインターネ

ットだと特定の人しか使わないので

はないか、というような意見が出てい

て、その中でアナログではありますけ

れども、防災無線の方が高齢の方にも

受け入れられるのではないかという

ような意見が出ていました。４グルー

プは以上です。 

○ぎょうせい 

 ありがとうございました。それでは、

すいません、ここはそういうことで次

にいきます。４ページ、住環境の整備

の中で町の環境美化のところをお願

いします。 

○１グループ 

 １グループです。実際に美化活動を

しているグループの人達、何グループ

あってどのような活動をしています

か、というような話からまずなりまし

て、実際自分達も何グループか知らな

いと。実際は４グループ５グループ自

分達が知らなかったグループも活動

していたというような実態もありま

すし、ひまわり会のライオンズクラブ

で表彰を受けたというような、実際に

自分達が分からなかったそのような

事例も認識できましたので、その活動

評価というか、実際にそういう団体が

どれくらい活動をしているか、もう一

回再認識をする必要があるのではな

いかという話がありました。 

 あと、国道沿いの景観に対してとい

うことで、三岳のほうに桜並木があり
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まして、他のところの桜並木に比べれ

ば、本数は尐ないですけれども、結構

大規模な、車で通ると目につく桜並木

がありまして、そこの桜をきちんと整

備をすれば、本数を増やして桜の管理

をしていけば、観光客が目に止めたく

なるような桜並木にできるのではな

いかというようなのも、検討したほう

がいいのではないかというような意

見もありました。あと、以前日向地区

の方でナナカマドを国道沿いに植え

ていたというような時期もあって、た

だそれが枯れてしまうと、木を切って

しまってそれ以降また新たに植える

ことをしなかったと。そういうふうな

管理も打ち切りになっている部分も

あったので、町内会とかにお願いをし

て、継続して管理をできる体制を整え

たほうがいいのではないかという話

がありました。１グループは以上です。 

○ぎょうせい 

はい、ありがとうございました。 

○２グループ 

 ３、４グループの話の部分で、前回

話をしているマイナスと思っている

部分の話については悪いところをそ

ういうふうに表面に出すのはあまり

良くないというところで、備考の部分

でいっても、それは削ってくださいと

いう話になりました。いい部分を計画

にしていこうとしていますので、ここ

は削りました。 

 上の方の備考を含め、一つの意見と

して国道の桜街道等という部分なん

ですけれども、一つの桜は松前でやっ

ているから、福島は梅でもいいのでは

ないですかということで、梅公園でと

いう格好で、それが国道になるにしろ

違う場所になるにしろ、目玉になるよ

うな方向でそれが梅については、ただ

見るだけではなくて、違う分野でも使

えるので、それを雇用という格好へ結

びつけていく手法もあるのではない

ですかということで、面白い視点の部

分でそういう進め方もありというこ

とで、具体的な部分でそういう方向も

検討に入れて進めたほうがいいので

はないですかということで、まとめさ

せていただきました。以上です。 

○ぎょうせい 

 ありがとうございました。 

○３グループ 

 私たちのグループでは、ゴミの削減、

街灯のＬＥＤ化等ここの部分はまず

必要だねという話になりまして、次の

高規格道路の部分なんですけれども、

町の環境美化の安心安全というより

は、隣の医療の関係の安心、安全につ

ながってくるのかなという話になり

ましたので、項目を移動ということで

すね。この中では、削除ということで

す。 

 あと、環境美化で他に追加で出た案

なんですけれども、国道縁のところの

雑草というか、草が結構背が高く伸び

ている部分があるんですが、そこの部

分はどうしても道路の管理が国であ

ったり、道であったりという部分があ

るから、なかなか手をつけられないと

いう部分はあるかもしれないんです

けれども、草刈りだけであれば、町内

のボランティアとかで何とかできる
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のではないかということだったので、

あと伸びすぎれば安全面の部分が引

っ掛かってくるのではないかと思い

ますので、そこの部分も活動をしたほ

うがいいのかなと。 

あと、新しい項目なんですけれども、

空き家ですね。さっきの若者定住の方

で空き家はでてきていたんですけれ

ども、こっちの方の環境の部分でも空

き家は引っ掛かってくるのかなと思

いますので、そこの部分はどうしても

勝手に解体とかってわけにもいかな

いし、用途がいろいろあるとか、貹用

もかかるとかあるので、その人達にす

ぐやってということは厳しいかと思

うんですけれども、そこの部分、空き

家を解体するのであれば、全額ではな

くても、いくらかでも補助をだして、

空き家で本当に使っていない部分と

いうのは、環境の美化の面でもありま

すし、雪害などの安全面でも大切だと

思いますので、補助なり助成をしてそ

この部分の空き家もきれいにしても

らったりということも必要なのでは

ないかということで、意見も出ていま

した。私達の方は、以上です。 

○ぎょうせい 

 はい、ありがとうございました。で

は、４グループお願いします。 

○４グループ 

 ４グループでは、国道に何か景観の

良いものをということで、福島町と言

えば山ゆりということで、山ゆりを育

てられないかという意見が出たんで

すけれども、国道沿いで育てるにはち

ょっと難しい植物だということで諦

めることにして、さらに言うと国道と

いうのは開発用地だからあまり大き

な事はできないと。なので、一本入っ

たところで何か目玉になるようなこ

とができるのではないかなと。その中

で目玉になるようなところなので、あ

ちらこちらに何か置くよりも１箇所

に集中して、例えばこの通りだけとい

うようなところで、例えば特定の植物

を植えたりだとか、目玉になるような

場所を作ろうという話をしていまし

た。 

 先ほどの、山ゆりにちょっとこだわ

ってみると話は脱線するんですけれ

ども、森林公園の歩道の整備をするこ

とで、町の景観を楽しんでいただくと

いうようなところにはつながってい

くのではないかというような話が出

ていました。４グループは以上です。 

○ぎょうせい 

 ありがとうございました。ここにつ

いても、よかったねと思ったのはマイ

ナスと思っているなら、あえてマイナ

スの状況を売り込む。言っていること

は良かったんですけれども、マイナス

とマイナスを足してプラスには絶対

ならないというが、私の持論なもので

すから、消していただいてほっとして

いるんですが、ただ、古き良き風景を

残すということで、例えば、町並み保

存というのが全国的にやっていて、た

だあれは伝統的重要建造物って町に

建物とか、あるいはそういうものがあ

って初めてわかったり、天然記念物の

樹木か何かあるということがあるか

ら、一般的にここで言っているのがど
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ういうふうなイメージになるのか、私

もできていなかったのでとりあえず

消えたのでよかったかなと。ただ、今

やまゆりの話をいうと、そのある場所、

地点地点で景観を作っていく、これは

すごく面白い、いいのではないかと思

うんですね。僕が何度か町を見ている

中で非常にいい景色になっているん

じゃないのと思ったのは、黒米を作っ

ているところですよ。あの国道沿い、

反対側はブルーベリーかなんかをや

っていたと。その時もう片一方でトマ

トもやっているんじゃないかという

話もあったんですが、もしそういうも

のがあの地域で一体的になっている

と、それを使って苗が埋まっていない

とき、あるいはキビが育っていないと

き、ブルーベリーの実がなっていない

時にどうするかと考えれば、そこはそ

ういう地域よということで、景観を作

っていけばいいだろうし、あるいは、

民家のある所だったら自分の前の国

道をどう整備するかというのが、この

間も話があったように花壇を整備と

いうのは、道の駅の周辺とかやってく

れているグループのような活動を広

げればいいというふうな話に今まと

まったようですから、かなりほっとし

ました。 

 つぎ、専門医療機関への通院等の支

援。これについて、お願いします。 

○１グループ 

 １グループですけれども、まず備考

の医療タクシー等の交通貹を町が負

担するという項目があったと思うん

ですけれども、ここで安易に無料化、

ただでやるというのはどうなのかと

いうような話が出ていました。 

 あと、下の方に病院と連携強化とい

うことで、松前町の町立病院、木古内

町の国保病院とか、周辺４町と提携を

結ぶのであれば、実際今は道南にドク

ターヘリがないものですから、そうい

うドクターヘリの検討はしているの

かというようなことを委員さんのほ

うから確認されまして、自分もそこま

で、ドクターヘリについては話は出て

いませんでしたということで、それも

必要ではないかということで、話が出

ていました。１グループは以上です。 

○ぎょうせい 

 はい、次お願いします。 

○２グループ 

 すみません、うちのグループはここ

を話をする時間がなくて、先の方へ進

んでしまいました。 

○ぎょうせい 

 はい、次お願いします。 

○３グループ 

 私達のほうで、さっきの１グループ

でも話がありましたけれども、夜間の

場合、医療タクシーですね。全部無料

にするのはちょっといかがなものか

という話がでていたので、そこの部分

は一律いくらというような格好で、個

人にも負担金をもらいつつ、ここに追

加したいのが、特に産婦人科の関係と

か、あと介護が必要になった場合とい

うのは、ただ行き来だけではなくて、

そこでその病院の付き添いの方が宿

泊も伴うということもあるかと考え

られますので、そこの部分交通貹以外
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にも付き添いの人の宿泊料の助成と

いうことができないかと。 

そういうふうにすると、行き来だけ

ではなくて、看病の部分も含めて、総

合的にカバーできるのではないかと。

どうしても産婦人科、小児科というの

をここの町に呼んで作るというのが

やっぱり厳しいのではないかという

話が、やはり委員さんの方から出てい

ましたので、じゃなければそれに変わ

る部分で、そこの部分の宿泊も含めて

とやればいいと思います。 

 それで、その下の医療バスの運営と

いうのは、ここの医療バスの方はイメ

ージ的には、うちの方で話をしたのは、

町内の病院に行く人を温泉バスとか、

そんな感じのやつで目的地がバスで

はなくて病院だということで、その医

療バスの運営ということを、話をして

いました。その、隣のクーポン券など

というようなところは多分上の方に

どちらかというと、かかってくるとこ

ろだったんですけれども、医療タクシ

ーをどうしても使うことがあるであ

ろう、妊婦さんなどの場合ですね、母

子手帱をもらう時に一緒にクーポン

券を渡して、万が一の時にこういうふ

うにすぐ出貹がなくてもタクシーで

すとか、そういうのを使えるような格

好でということであれば、皆にもちゃ

んと行き渡るし、いいのではないかな

ということで、クーポンの制度もあれ

ばいいのではないかということで、話

をしました。あと、病院との連携強化

の部分は話をしていませんでしたの

で、割愛します。以上です。 

○ぎょうせい 

 はい、いいですか。それではお願い

します。 

○４グループ 

 ４グループでは、そもそもここに書

いてあるような、例えば産婦人科であ

ったりだとか、小児科というようなと

ころの通院について考えていて、妊婦

さんは前もって入院をしますし、例え

ば最近、高規格道路が茂辺地まで来て

いますけれども、それが木古内になり

ました。という話があったとしても、

今は車の中で出産をしましたという

事例って聞かないそうなんですよ、以

前はよくあったそうなんですけれど

も。というのは、もう９か月になりま

したといったら、函館の親戚の所に泊

まったりだとか、もしくはもう入院を

してしまったりだとかというところ

で、本当に急な場合、例えば心筋梗塞

でご老人が倒れましたと言った時に、

丌謹慎な話ですけれども千軒までも

たないというようなこともあったそ

うなので、そういった場合の対策とし

て、ヘリコプターを飛ばすというよう

なことが出ていました。ドクターヘリ

は確かに予算等もかかると思います

し、実現性は低いかもしれませんが、

これはひとつ検討をするべきかなと

思いました。 

 あとは、単純に町内に病院がないと

いうのは、凄い心配なことで、町外か

らいらしている地域おこし協力隊の

方がこれをおっしゃっていたんです

けれども、やっぱり町内に病院がない

ということは住む上で心配だそうで、
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特に大変なのは捻挫とか骨折をした

場合に、整骨院がなくなってしまって

いてそれの対応なんかも大変なので、

入院とか、そういう大きい規模ではな

くて、単純に診療所があるだけでも一

つ違うのかなと。通院の支援というこ

となんですけれども、そういった診療

所のような窓口になるようなところ

が一か所あってもいいのかなという

ような話が出ていました。以上です。 

○ぎょうせい 

 はい、ありがとうございました。 

 今、皆さんの言っていることはすご

く重要なんだけれども、もう一つ考え

てほしかったのが実はあるんですよ。

医療タクシーを使ってクーポン券を

だす、僕が言いたいのはお金の話じゃ

ないんだよね。もし万が一子育て中の、

例えば０歳児１歳児の赤ん坊が夜中

に大熱を出しちゃったと。どこか病院

へ行きたいと。しかし、松前も夜はや

っていないと。木古内もやっていない、

小児科医があそこはほとんど夜間は

いませんから。というときに、医療タ

クシーを呼ぶというときに、医療タク

シーは誰に頼みますかと。町のタクシ

ー会社、そこと連携をします。例えば

タクシー会社が何社ありますか？前

に消防署との連携と、僕が言ったのは

タクシー会社に電話したときに、タク

シー会社は毎日その仕事があるわけ

じゃありませんから。当番的にあなた

は何時から何時までということで、タ

クシー会社がやってくれればいいけ

れども、やってくれなかったときに、

ではやるにはまた負担をしなければ

ならない。そういうことでは、ないん

じゃないですかと。医療タクシーを出

すんだけれども、その時に一時的には

やはり基本的には救急、消防、救急車、

ただしこれは出ていたりなんかする

とできない。そのときに、救急と連携

をしながらどこかの誰かが、タクシー

会社でもいいです、あるいはそういう

ボランティアをやってくれる人でも

いい、というところをネットワークし

ておいて、誰かが１１９番をかけてき

たときに、そこからの連絡で何箇所か

そういうものを置いておいて、その方

が緊急で病院まで運んでくれる。ただ

しこれもまた泊まりが必要だという

ことがあります。当然そうなんですよ

ね、帰ってこなければいけないんだか

ら。そういうことを含めて、クーポン

券も必要なんだけれども、その仕組み

を何か考えられませんかというのが、

僕はここで実は重要なことだったん

ですよ。そのときに、じゃあお金はど

うするのというのは、これは別の話で、

接骨院とか診療所も確かに重要だけ

れども、ここであったのはこれだけ子

どもが減ってきちゃったときに、皆が

皆９か月になったら実家に帰ってお

産します。こういうことが嫌だからこ

の町に居たくないとなった時に、どう

するんですかと。そうすると、何か仕

組み、システムを作っておいてこうい

うシステムが利用できるという時に、

やっぱり公的なところを経由してそ

こから各個人のところに連絡をする

なり、あるいはタクシー会社でもそう

いうところに連絡して、何箇所かパイ
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プをもっていて、そこへ頼めば安心だ

ということがあれば、相当数の生活者、

特に若いお母さん達の気持ちが休ま

るのではないのですか。 

例えば、政策的に考える時はそうい

うことから入っていただいて、じゃあ

そのためのお金はどうするの？クー

ポン券なの？何なのというのはある

けれども、クーポン券を出したから、

それで行けるから安心ということで

はないと思うんだよね。特にこの子供、

心筋梗塞やなんかの場合ももちろん

ありますよ。でも、これは一時的に救

急車、ドクターヘリというのも将来的

に重要でしょう。だけど、子供の時と

いうのは、子育てをやった人達は皆思

い出せば分かると思いますが、いつ何

時子どもが大熱をだしたり、あるいは

引き付けを起こしたり、ぜんそくを起

こしたときに、皆悩んでなんとか手を

打ちたい。だから、そばに病院がなけ

ればいけないと、こう思い始めるんで

すよ。 

これを強く言うのは、私は常に子供

に係わるボランティアをあちこちで

やっているんですが、皆悩んでいるん

ですよお母さん達が。そうすると、そ

こは解決するのはやっぱり公的機関

がどこかに入ってそこから何箇所か

の協力者に連絡をして、必ずそこへ運

んでいける仕組みを作っておかない

と、丌安じゃないかなと思ったんです。

そういうことを言ってくれた女性が

いて、なかなか子どもを産み育てるこ

とが大変だと言ってくれた女性がい

たものですから。いいことを言ってく

れた、ぜひそれはこの町としてやって

くれると、相当のインパクトがあるか

なと。 

 ちょっとここは熱くなって申し訳

ないんですけれども、何かそういう緊

急時、特に妊娠しているお母さん方は

もちろんそうだし、ここに居ても家族

と一緒にいながら実家に帰らなくて

も、いざとなればそういう手があると

かね。 

前回申し上げましたけれども、何で

あんなに若い子たちが高校を出たら

女の子達がこの町を出ていっちゃう

んだろう、考えると丌安で仕方ないと

いうことが一つあります。では、今度

は地域の資源を活かした機能の分担

ということで、福島地区の活性化とい

うところに入っていきます。 

 はい、お願いします。 

○１グループ 

 １グループなんですけれども、今現

状の道の駅の状況の話が出ていまし

て、福島町にある道の駅なんですけれ

ども、若干駐車場が狭いと。そういう

ことで、結構修学旅行とかそういう学

生さんにトイレだけでも利用してほ

しいという話をしていても、バスを停

める場所がないので、駐車場の大きい

所に行ってしまうという現状がある

ということで話があって、もし今仮に

そういう新しいものを作るのであれ

ば、大型バスが１０台とか、一般の駐

車場も１００台程度停められる道の

駅の方がニーズがあるのではないか

という話が出ていました。 

 備考のほうに、商業、公共・公益、
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交流ゾーンとしての優先順位という

のがあったので、１グループとしては

まず交流ゾーン、しゃべる場所としゃ

べる相手が居るスペースですね。今あ

る既存の空きスペースをプレハブ程

度の場所でもいいので、話相手と気軽

に話ができる場所の整備を、まず１番

最初に行ったほうがいいのではない

かという話になりました。１グループ

は以上です。 

○ぎょうせい 

 はい、ありがとうございました。 

○２グループ 

 うちのグループについては、３．４

グループのまるぽつ１つ目のショッ

プ経営のＰＲを行うということで、こ

れはそもそも何をしたいのかという

ことの話から入っていって、これは町

として起業する部分では、どのような

格好でしていったらいいですかと、例

えば起業するまでお金がかかるとか、

起業したらこれだけ稼げるよ、あとは

こうやって住んでいけますよという

説明をさせていただきまして、その部

分で、そういう話であるのであれば福

島地区としては、町の商店街とかって

いう部分になるのかは分からないん

ですけれども、今だったら資本金がゼ

ロでも会社を建てられる部分もあり

ますので、言葉はちょっと悪いんです

けれども、試しにやってみて駄目なら

すぐたたんでもという部分もできる

ような施設的なものをやってみて、そ

れがうまくいくようであれば、違う部

分で起業してもらうような格好で、ゆ

くゆくは商業施設の活性化という格

好で進めていく部分で、地区としては

福島地区の方は位置づけ備考２のほ

うでこういうゾーンでいう位置づけ

がいいのかは分からないんですけれ

ども、起業がしやすい環境づくりみた

いな恰好で、ゆくゆくは活性化につな

げていけるような位置づけで進めて

いければいいのかなということで検

討を行いました。以上です。 

○３グループ 

 私達の方で、話をしたのはフリーマ

ーケットの部分ですね、そこでの話が

でました。せっかくどすこい朝市とい

うことで、朝７時からなんですけれど

も、やっている市場というのがありま

して、そこは結構人が来ます。なので、

今トンネル記念館の所でやっている

んですけれども、そこの部分ですね。

ちょっと勝手な話なんですけれども、

場所を商店街にずらして、そこにフリ

ーマーケットも絡めたらどうかとい

う話も出ていました。ここの部分なん

ですけれども、場所が今回お盆の盆踊

りの時に、もともと商店があったとこ

ろを更地にした部分で、そこで盆踊り

ということで人を集めたらやっぱり

かなり人が来ていましたし、そこで人

が来ると、やはりいつもであれば淋し

い商店街の部分に人がたくさん集ま

ってとてもにぎやかになったので、せ

っかく今朝市があるので、そこの部分

と絡めて、朝は町内の方向けの朝市と

いうことで、昼間はフリーマーケット

と、町内の特産品を使った食べ物です

ね。食事もそこで食べられるように、

町内にいる私達もなかなか食べる機
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会がなかったりしますので、そこの部

分で朝はありますけれども、昼の方は

町内から町外の方にも向けた感じで、

北斗市も日曜朝市をやっていたので、

そういうような感じでやれば情報の

発信ですとか、人が集まる部分であれ

ば、幅広い世代の方々が集まってもら

えるのかなという話をしました。私達

のほうはこれくらいしか話せません

でした。以上です。 

○ぎょうせい 

 はい、ありがとうございました。そ

れでは、すいませんお願いします。 

○４グループ 

 一番最初にあがったのが、道の駅の

やはり他のグループでもありました

けれども、駐車場ですね。大型バスが

２台くらいしか停まれなくて、例えば

修学旅行生なんか呼び込むためには

やはり、２台では尐ないと。願わくば

１０台位は停まれるスペースがほし

いということと、後もう一つ話題に上

がっていたのが、トンネル記念館と横

綱記念館が位置的に離れているとい

うのがすごくネックになっています。

福島地区の活性化という話だったん

ですけれども、もう一か所小さな規模

でいいので、千軒にも道の駅をもう１

個、やはり福島町の入口ですので、そ

こに人を呼び込むためにそういった

ものを設置できないかというような

ことが出ていたことと、後はちょっと

関係ない話に聞こえるかもしれませ

んが、テニスコートが新緑公園にあり

ます。 

このテニスコート今は使えなくな

っています。という話と、萩山、前は

すごい活気ある場所だったんですけ

れども、ここ１０年で荒れ放題になっ

ています。というようなところから、

やっぱり福島で計画を立てて何かを

始めたとしても、途中で中途半端に終

わってしまうことがよくあるので、ど

この地区をどういうふうに活性化を

させるにしても、きちんと計画を立て

ること。それから、途中でやめずに最

後までしっかりと行うということが

大切なのではないかなという結論に

いたりました。４グループは以上です。 

○ぎょうせい 

 はい、ありがとうございました。そ

れでは、今皆さんが発表してくれまし

たが、僕が気になったことは、今２グ

ループが言ってくれたショップ経営

のところね、これは第１回の合同会議

でも申し上げたと思うんですけれど

も、例えばここで食のブランド化とか、

色んな事が出ていますよ、観光化もし

ていこうとかね。そういうときに、例

えば商工会の人達と連携をしながら、

どうやったら若い人が二人そこで稼

げるのか、そのときにどうやったらそ

のための投資できるのか、例えばの話、

ふるさと応援寄付金って今１０００

何百万か集まっているじゃないです

か、ああいうものをきちんと寄付をし

てくれた人達を町の人達がきちんと

理解ができれば、例えばそういうもの

を起業したいという時にその町がス

ペース、プレハブでも何でも用意をし

た時に、高校生が一生懸命ライスバー

ガーを作ってやっている、それならじ
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ゃあ高校を卒業したらそれのお店を、

例えばカフェがほしいとか色んなこ

とを言っているんだからやってみな

さいと。その時のお金は、例えばふる

さと応援基金を３００万使えば出来

るかもしれない。そのためには大人が

この計画の立て方だとか、どういうふ

うにすればコストが上がるとか、自分

の人件貹が稼げるのかとか、そういう

こともせっかく商業高校があるんだ

から、そことタイアップしながら何か

をやっていくと、ここに若い人達がほ

しいフードコートとはいいませんけ

れども、それに近い交流の場を含めて

何かできるのではないですかと、その

ためには横綱商店街も空き商店があ

ったりするから、そういうものを活用

できませんかと、あるいは福祉センタ

ーの前の駐車場、トンネル記念館の前

の駐車場、朝市だとか色んな事があり

ますけれども、昼間だってやれること

がありませんか？そこで自分達がア

ルバイト先だと思っておこずかいを

稼げる何かありませんか？とそうい

うことを何か考える。 

そのためには、やっぱりこの福島町

の何かがきちんと皆が理解できて、こ

こはこうやって育てようという一つ

の計画があれば、色んなアイディアが

湧いてくるんじゃないですかという

ことが、例えばショップ経営のＰＲを

行うというのがあるんですけれども、

若い人達に何か自分で稼げる方法、水

産加工物何でもいいですけれども、そ

うではなくて、ほしいものは自分たち

でそこでやってお金も稼げるという

ことを考える場所は何か提案をでき

ませんかということなんですよね。 

そういうことも含めて尐し、私は今

回ここに書いてあることで整理をし

ようと思っていますけれども、そうい

うことをうまく整理をしていく。じゃ

あ、その時に高校生がここにいた時に、

実は学校からここまで遠い、色んな事

がある、じゃあその時にここの周辺に

もし空き家があれば、下は店舗上は自

分の住みかとか、色んな事が考えられ

ませんか？そういうふうに考えてい

くと、何かやりようというのがもう尐

し、いきなり大きな事ではなくてね、

一人か二人が何かそこで食べられる、

ビジネスになるということを積み重

ねていけば、それが一つのつながりに

なって大きなものができるんじゃな

いか。道の駅を考えるときも、いきな

り大きな道の駅ではなくて、今ある道

の駅のところが駄目ならどっかやっ

たときに、どういう道の駅なら、規模

が大きければいいのか、そうではなく

て、こういう規模でもここなら客が寄

ってくれると考えるのかと。そういう

発想をできればしてほしいという気

はしました。はい、それでは吉岡地区

に行きます。 

○１グループ 

 一点目ですね、吉岡小学校周辺を拠

点として整備を進めるというような

ところですね。一時期吉岡小学校の隣

に吉岡改善センターというのがある

んですけれども、そこを新築して高齢

者の交流施設を作るというような話

が出たそうです。でも、実際途中にな
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っているそうなので、吉岡小学校周辺

を整備するのであれば、改善センター

も含めて、交流施設とか生涯学習の支

援施設を整備したほうがいいのでは

ないかというような意見が出ました。

１グループは以上です。 

○ぎょうせい 

 はい、ありがとうございました。 

○２グループ 

 うちのグループについては、３．４

グループの温泉を有効活用という部

分で、備考の部分については、そこま

で見当はできなかったんですけれど

も、出されている意見について肉付け

をさせてもらいました。温泉を宿泊施

設にという部分もあるんですけれど

も、宿泊の部分になると、いろいろ手

続きが複雑なようなので、一つの方法

として、参考までにいただいたアドバ

イスとしては、宿泊施設じゃなくて仮

眠施設でもよいのでは？とそういう

方法も、一つのつながりとして温泉施

設でそういうふうにやっていこうと

いう格好にするのであれば、そういう

方法もあるのではないですかという

ことで、アドバイスもいただきました。 

 そこについて、食事をできる施設と

いうことで、後半についている部分で

はあるんですけれども、それもあるけ

ど、福島町で住んでいて実際に美味し

いと思えるものがあるんだから、それ

はそれで、提供できるような格好にし

たほうが、あそこの温泉で出たものは

美味しいからまた行こうということ

にもなるのではないですかというこ

とで、そういう方向も検討をさせてい

ただきました。うちは以上です。 

○ぎょうせい 

 はい、ありがとうございました。 

○３グループ 

 私達のグループなんですけれども、

まず私達の方で、吉岡地区の温泉とい

うことで、温泉の活用の部分なんです

けれども、さっきの１グループで出て

いた意見に似ているんですけれども、

私達は温泉施設自体を単純に直して

しまった方がいいのではないかと。 

というのは、やはり福島町には今温

泉付きで泊まれるという場所はない

ですし、松前は隣接ではないですけれ

ども民間で旅館がありますし、木古内

にもある、福島にはないということで、

もし福島にあれば花見時期の松前の

お客さんとかも、こちらの方に取りこ

めるかも知れないですし、今まで海水

浴の夏の時期に結局泊まる場所がな

いですし、そのまま泳いですぐ帰って

しまうというところもありますので、

この部分、せっかく温泉があるんです

から、そこの部分も宿泊をしてお客さ

んをどうにか取り込めないかという

ことで、そこの運営の部分の話になる

と、そこの部分を自治体の方でやるの

か、こっちの方で全部準備をして民間

に委託という形になるのか、というの

がそこまで話はできなかったんです

けれども、そういった何らかの形で運

営して、さらにそこで先ほどの話でも

出ていたんですけれども、飲食ができ

る施設、うちの特産品をそこで出して、

泊まりに来るということは、町外の方

なので、その方々に町内の特産品を発
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信できるいい場所にもなるというこ

とで、せっかく吉岡地区の部分ですの

で、魚介ですとか、町内なので、千軒

三岳地区の農産物の方も提供できる

かなという話もしておりました。温泉

施設改築ということで、規模も大きく

なるかなと思ったんですけれども、私

達の方ではそこを話をしました。以上

です。 

○ぎょうせい 

 はい、ありがとうございました。そ

れでは、４グループお願いします。 

○４グループ 

 ４グループでは、吉岡地区というか、

吉岡温泉についてお話をしました。 

具体的なところで言うと、入口のゆと

らぎ館という看板なんですけれども、

今とても小さくて見づらいというこ

とで、もう尐し大きなものに変えるこ

とでもっとお客さんを呼ぼうと。あと

は、もっと根本的にゆとらぎ館という

名前ですね。これを例えば一般公募し

たりだとか、あとはイメージキャラク

ターのようなものを作って、もっとキ

ャッチーにしようというような意見

も出ていました。その他に、トンネル

記念館の絵を中に書くことで、町のス

ポットを相互でＰＲするような形を

とってもいいのかなというような意

見と、最後にこれはすごく大切だなと

思ったんですけれども、今ゆとらぎ館

は朝１０時３０分からやっているそ

うなんですけれども、朝風呂を推奨す

るためには朝５時～６時くらいの仕

事に行く前の方々であったりだとか、

ご老人とかを対象に、そういった朝風

呂を推奨するようなサービスがあっ

てもいいのかなという意見が出てい

ました。４グループは以上です。 

○ぎょうせい 

 はい、ありがとうございました。今、

最後が温泉の個別的な改善方法、これ

も非常に重要な提案ですからいいと

いうふうに思います。 

 たぶん、この福島地区とか吉岡地区

といってこれを整備していくという

のは、そんな急に出来るわけではない

ですから、中長期の話だろうと思いま

すけれども、何か常にこういうことを

念頭におきながら考えていただける

とありがたいかなと。せっかくそうい

う温泉施設、いいのがあるから。 

それから、今はたまたま使えないけ

ど学校。あのままでは耐震構造上無理

だとはいうんですけれども、ああいう

空き地がある。 

ということを考えれば、それから、

漁港も比較的近いとか色んなことが

考えられるのかなと思います。 

 ありがとうございました。時間がだ

いぶオーバーしてしまいましたけれ

ども、前回より委員の皆様のアドバイ

スがあったおかげでだいぶ整理され

ましたし、ポイントが見えて来たかな

という気がします。 

今日、皆さんから発表していただい

たものを私の方でもう一回とりまと

めて担当課の方と調整をして、また皆

さんのご意見をいただくことになる

のかな、この辺のことにしたいと思い

ます。 

今日私の方は、これで終わらせてい
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ただきます。大変時間をオーバーして

申し訳なかったんですが、貴重な時間

をありがとうございました。特に、委

員の皆様にはかなり具体的なアドバ

イスをいただきました、ありがとうご

ざいました。 

○事務局 

 先生ありがとうございます。皆さん

におかれましても、すみません、長時

間ご協力をいただきありがとうござ

います。最後にその他ということで、

今度の予定を若干２～３分説明させ

てもらいます。今ご説明したとおり、

今日でとりあえず皆さんの前回提言

していただいた、５つの柱の部分が一

通り整理をつく格好になります。 

 今日出された意見について、ぎょう

せいの方と役場のほうで、皆さんの意

見の出た部分をまとめ上げて、計画素

案という格好で、本来の予定であれば

１０月末に最後の今日のような合同

会議を開いて、了承をもらえたらぎょ

うせいのほうで、計画素案を計画に作

りあげていくというスケジュールに

なっています。その作業を、役場とぎ

ょうせいの方でやるのを１０月中に

終わらせて、下旬に最後の会議を開こ

うと考えているんですけれども、若干

それであせって計画素案を作ってと

りあえず皆さんの方に提供をした段

階で悪いものだったら困るので、皆さ

んに提供できるまでの間の作業時間

をもらいたいということで、自分のほ

うからお願いをさせてもらいます。そ

れが、若干遅くなって１１月の上旬に

会議の日程がずれ込むかもしれない

んですけれども、その際はまた今日の

ように、ご協力をいただければと思い

ます。 

 半年間になったんですけれども、最

後のもう１回までご協力をしてもら

えればと思います。自分の方からは、

以上です。何か他にあれば、伺います。 

○観光協会会長 

 すみません、時間も９時近くなって

お腹がすいた方もいらっしゃるでし

ょうけれども２～３分で終わります

ので。 

 観光協会の会長をやっておりまし

て、まちづくりもやっておりますので、

今日は非常に参考になりまして、真剣

に聞いておりました。 

 それから、４町の連携うんぬんとい

う話もありましたけれども、昨年から

４町の観光協会の会長を初め、事務局、

合わせて年に２回ほど打ち合わせい

たしまして、お互いに知内から松前の

強いところと弱いところが町によっ

てあります。 

 福島は、先ほど出ていましたけれど

も、宿泊施設がないだとか、その変わ

り見るところはたくさんあります。そ

ういったものをプラスマイナス合わ

せまして、４町でなんとか協力をして、

こちらの方にお客さんを呼びたいと

いうことで、今検討をしています。  

それから、横綱ビーチの問題もでて

いましたけれども、あそこは夜泊まれ

ないので、キャンピングカーで来た時

に、福島に何とか泊めることができな

いかということで、その整備もすでに

考えております。 
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それから、新しく道の駅のことも今

検討に入っておりますので、現在の横

綱会館のところの道の駅では狭いの

で、トンネル記念館のところも狭いん

です。だから、両方の施設と全く別な

ところで今検討をしております。それ

も、いつになるか期限はまだ分かりま

せんけれども、そういうものを全部参

考にしながら、また来年再来年と進ん

でまいりますので、出たものから皆さ

ん方にお知らせしたいと思います。一

つまたいいアイディアがありました

ら、協力のほどをお願いしたいと思い

ます。 

失礼しました。遅くなってまたしゃ

べるというのは、帰りたい方もいらっ

しゃると思いますけれども。失礼いた

しました。 

では、よろしくお願いいたします。 

○事務局 

 ありがとうございます。今、会長の

方からもあったとおり、明るい話題も

色々このように情報提供もあります

ので、皆さんのいただいた意見も今の

ような格好で、参考にしてくれるとい

うことで言っていただきましたので、

決して無駄なことではないので、これ

からもこのような部分を続けていき

たいと思います。 

 それでは、長くなりましたけれども、

本日の会議はこれで終了させていた

だきたいと思います。 

○総務課長 

 どうもありがとうございました。助

かりました。また、次回も皆さんよろ

しくお願いしたいと思います。 

 今日は、本当にありがとうございま

した。 

○事務局 

 以上で、終了させていただきます。 

 


